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主催 後援 コーディネート

BRAZILIAN COFFEE AND FOOD

今年度注目の
ブラジルパビリオン

出店者と商品!

農業革命

アリソン・パオリネーリ氏が
ノーベル平和賞に
ノミネート

ブラジルの農業と
日本人移民
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EDUARDO SABOIA
エドゥアルド・サボイア

EMBAIXADOR DO BRASIL   
駐日ブラジル大使

ブ
ラ ジル は５ 年 連

続 で見 本 市 カフ

ェレスジャパン/

東京カフェショー

に 独 自 のパ ビ リ

オンを設けて参加します。パビリオン

の 出 展 者 は 過 去 ５回 駐 日 ブ ラ ジ ル

大 使 館 及び 在 京 ブ ラ ジル 総 領 事 館

を通じてブラジル政 府の支 援を受け

てきました。

「ブラジルパビリオン」では、既に

日本国内で販売されているブラジル産

のコーヒー、菓子類、スナック、調味料、

ワイン、カシャッサ酒並びにフルーツ

ジュース等の他、ブラジルの伝統的な

レシピで日本国内で生 産されている

幅広い食品飲料をご紹介させていた

だきます。

特にコーヒーは両国間関係で重要な

役割を果たしてきました。ブラジルのコ

ーヒー生産の歴史は日本からの移民受

け入れの歴史と重なります。実際に、ブ

ラジル産コーヒーは両国の人的絆の証

でもあります。ブラジルでは未だに日系

人、つまり日本から移住してきた方々の

子孫が経営しているコーヒー園が多く

存在します。

また、ワインはブラジルにおける

ヨーロッパのル ーツを 象 徴します。

ブラジル産ワインの大部分は南部に移

住してきた多くのイタリア人農家によ

り生産されています。

サトウキビ由来の蒸留酒でブラジル

を代表するカシャッサ酒も今回皆様に

紹介させていただきます。

お 酒 が 苦 手 な 皆 様 もご 安 心くだ

さい 。パビリオン では既に日本 で 大

人気なスーパーフードであるアサイー

ジュースをはじめ、それ以外の多様な

トロピカルフルーツのジュースをご紹

介しま す。ブラジル 北 部 のパラー 州

は、その地域に１００年前に移住した

日本人による持続可能な農業で注目

を集めているほか、世界のアサイー生

産の９割を賄っております。

こ れ ら の お 飲 み 物 は「 ブ ラ ジ ル

パビリオン」で同じくご紹介させてい

ただきます多くのブラジル料理と一緒

にお楽しみください。我が国のブース

をご訪問していただくことにより、様

々な地 域の商品及び伝統に接するこ

とができ、ブラジルの南部から北部ま

で全国を旅行した気分になれます。

Convido-os a visitar 
e saborear o Brasil!
是非ご来館いただき、ブラジルの美味
を一緒に楽しみましょう！

是非ご来館
いただき、ブラジル

の美味を一緒に
楽しみましょう！
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農業革命
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1970年代以降、ブラジルは歴史

上最大の持続可能な熱帯農業革命

の舞台となりました。アリソン・パ

オリネーリ氏は、科学技術への投

資は、同時にブラジルにおける農

業のシナリオさえも変えるだろう

という先見の明を持ち、変革を起

こしました。

1 9 7 0 年 代 に 、早 くも 日 伯

セ ラ ー ド 農 業 開 発 協 力 事 業

（PRODECER）が開始されまし

た。それにより、現在、不毛の地と

言われたセラードはブラジルの重

要な農畜産業地域となり、一部の

作物においては年に2回収穫する

ことが可能となるほど大きな変化

を見せました。今日、この地域はブ

ラジルで生産される全穀物の50％

を生産するまでになっています。

パオリネーリ氏による農業革命

は、それまで主食を輸入に頼って

いたブラジルの立場から、自給自

足ができる国へと方向転換させま

した。そしてこの食糧の供給の増

加は、各家庭で食糧にかけられて

いたコストの削減へと繋がり、そ

の分を他の物の消費へ向けること

が可能となりました。

した がって、そ の 歴 史 的 な 好

転 は 、持 続 的 な 経 済 成 長 、社 会

的 生 活 の 改 善 、より 健 康 的 な 生

活 、そして 農 村 部 お よ び 都 市 部

の人々 の 幸 福 の 増 進 を も 促しま

した 。過 去 40年 間 で、農 業 面 積

は30％しか増 加してい ないにも

か か わ らず、ブ ラ ジ ル の 農 業 生

産 量はほぼ 5倍になりました。そ

れどころか、ブラジルは主 食にお

ける世 界 最 大 の 輸 出 国 に なりま

した。1970年には、2,100万ト

ン、2020年には1億8800万トン

の穀物を生産しました。現在、ブラ

ジルはその 領 土の3分 の1未満を

農 業と家畜に使 用しており、その

領 土 の 3 分 の 2 で 在 来 植 物 を 保

護しています。ブラジルは現 在、

コーヒー、砂糖、オレンジジュース、

エタノール、牛肉、鶏肉、大豆の世

界最大の輸出国です。

そして、持続可能な熱帯農業革

命は今日も拡大し続けています。

その代 表的な例として、樹 木を植

栽し、樹間で家畜・農作物を飼育・

栽培する農林業システムが挙げら

れます。現在、ブラジルの農畜産業

の分野において、約350の製品を

180か国に輸出しています。
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日本でも浸透しつつあるブラジル生まれのチーズパン、ポンデケージョはブラジルの中でも酪農が盛んな
ミナスジェライス州の名物です。フォルノデミーナスは「ミナス（ジェライス）の窯」という意味を持つ、正
真正銘ミナスジェライスの会社で、ポンデケージョに使用するチーズも自社で生産しています。

イースト不使用/グルーテンフリー

「カシャッサとはブラジルで生産され
たサトウキビを原料とし、その搾り汁
を発酵させた、アルコール度数が
38～48度の蒸留酒。また製品1Lに
対して6gまで加糖したものも含める。」

株式会社イマイ
〒162-0814  東京都新宿区新小川町6-36　S&Sビル4F

TEL: 03-3260-6060  |  FAX: 03-3260-6072
e-mail: info@imaigroup.com www.imaigroup.com

Forno de Minas ポンデケージョ
ブラジル国内でのシェアNº１
凍ったままオーブンで焼くだけかんたん！！

輸入者：株式会社イマイ
68年の経 験と実績を誇るブラジル食品輸入のパイオニア株 式会社イマイは、ブラジルを始め、南米、東 南
アジア、ヨーロッパから食材をメインに、酒類、ジュース類、チョコレート、ケーキ、スナックなどの菓子類、冷凍
食品、缶詰、穀物、調味料などの食材の輸入、及び、卸売事業を展開させていただいております。

ブラ ジ ルで 最 も 売 れ て い るカ

シャッサブランドの 一つであ

るベーリョバヘイロは独 立し

た家族経営企業であり、カシャッサとその

他 の 飲 料 の 製 造 で 6 0 以 上も の 経 験 を

もつ、ブラジル国内大手企業です。

海外営業部を含めた営業・運営オフィ

スはブラジル、サンパウロに位置し、今で

はブラジルの地酒「カシャッサ」を約40

国以上に輸出しています。

ベーリョバヘイロのカシャッサはブラジ

ルの街角にあるバーには必ず置いてあり、

長い間たくさんの人に広く愛飲されいます。

カシャッサとは、サトウキビから作られ

るブラジル特産のスピリッツです。

また、ブラジルの法律ではカシャッサ

を次のように定めています。

カシャッサ「ベーリョバヘイロトラディ

ショナル」はブラジルで最も古いスピリッツ

のひとつであり、その高い品質と個性的な

ボトルデザインで知られています。

 厳しい品質管理のもと丁寧につくられ

た 大 変 マイルド な 味わいで、クセもあま

りないため、初めての方 でも飲みやすい

カシャッサとなっております。

Velho 
Barreiro 
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安 全で安心して日本でブラジル
の味を味わせたい、それが当社
ＨＩＲＯ ＷＯＲＬＤ合 同 会 社の思
いです。

我 が 社”4つ の心”を 大 切に
し、お客様方に一人一人が喜んで
いただけるように、感 謝の 気持
ちを忘れずに日々努めています。
社 員一人一人 真 心 をこめて一つ
一つ作っています。

良質な素材を使用して丁寧に
加 工 す る こ と に よりお 客 様 が
日本でブラジルの味を安心して
味わう事ができるのです。

我が社の商品は家族や友達な
ど で こ の 味 を 味 わ って 絆 が 深
まりみんなで幸せの輪を広がる
よう願っています。

HIRO WORLD 合同会社
電話番号：0532-41-3515  |  ファクス：0532-41-3516 

カンポベロ・本社工場 〒441-3121 愛知県豊橋市西山町西山286-4
hiro-world.co.jp

4つの心
誠実、絆、品質、努力。
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アリソン・パオリネーリ氏が ノーベル平和賞にノミネート

アリソン・パオリネー

リ元ブラジル農 務

大臣（84歳）は、

同 氏 が 携 わ っ た

「不毛の地セラードにおける持続

可能な農業開発」の功績が認めら

れ、2021年のノーベル平和賞に

ノミネートされました。

農学者でもあるパオリネッリ氏

は、ブラジルのセラードにおいて大

規模な穀物生産を可能にした、歴

史上最大の熱帯農業革命の主要人

物の1人であると言われています。

そんな 彼を 公 式に推 薦したの

は、サンパウロ州立のルイス・デ・

ケイロス農業大学の（ESALQ）の

学長であるドゥルバウ・ドウラド・

ネト氏です。

このノー ベ ル 平 和 賞 のコーデ

ィネ ー タ ー は 、クリスマ ス か ら

新 年まで のわずか10日間 のうち

に、24か国の100を 超 えるさま

ざまな機関から119通もの推薦状

が届いたと話しています。そして、

その全ての関係書類をノルウェー

にあるノーベル賞委員会に送付し

たとのこと。ちなみに、この結果は

10月8日に発表されます。

同賞へノミネートされたことに

ついて、パオリネーリ氏は「1950

年以降、食物分野からの候補者に

対してノーベル平和賞の授与がな

いことを考えると、今回も受賞は難

しいだろうと認識している。」と話

し「しかし、持続可能性と組み合わ

せた食料安全保障の旗を掲げるこ

とができただけでも光栄です。」と

付け加えました。

また、パオリネーリ氏は「私た

ちは今、新しい消費者が望むもの、

より自然で、より健康的で、より栄

養 価 の 高 い 食 品 を 生 産 する必 要

があります。ブラジルの作物の消

費者は、ブラジルの気象条件のも

と、ここで収穫される作物がより自

然であることを知っています。光、

水、土、それらは私たちに競争上の

優位性を与えてくれているのです。

また私たちは年間で最大3回の収

穫が可能で、世界中の人々に安く食

物を提供しています。私たちはここ

で他の誰もが成し得ない食糧問題

に対する解決策を見出すことがで

きます。」と述べています。

彼は「すべての国に十分な食糧

があれば紛争はおこらない。よっ

て食糧生産は世界平和を導くため

の 道 具である。」と付け 加えまし

た。ノーベル平和賞がこれまで価

値をおいてきた科学者以上に、パ

オリネーリ氏が成した農業に対す

る業績を認めるならば、農科学分

野に新たな原動力を与えることに

繋がるでしょう。

日本人の貢献
ブラジルの農業の歴史において、

日 本 人 が 最 初 に 関りを 持 った の

は1908年、日本人移民らによる

コーヒー農園への入耕でした。そ

の後、日本人移民の農業に対する

技術と知識により今までブラジル

にはなかった野菜や果物の栽培が

なされ、ブラジル人の食生活の改

善と多様化に貢献しました。アリソ

ン・パオリネーリ氏は、そんなブラ

ジルの日本人移民とその子孫らと

常に強いつながりがありました。

そして何より多くの専門家は、

日 本 のブ ラジル 農 業 へ 最 も大 き

な貢献は、1970年代から始まっ

た日 伯 セ ラ ード 農 業 開 発 協 力 事

業 ( P R O D E C E R )だと言 及して

います。

当 時、悪 天 候 による深 刻 な 世

界的食糧供給危機がありました。

多くを 輸 入 に 頼ら な け れ ば なら

な い 天 然 資 源 の 少な い日本 が 食

料 安 全 保 障 の 面 で 危 機 に 瀕して

いたのはその時でした。このこと

が、日本政府がブラジルに目を向

け、PRODECERに投資する主な

理由の1つだったと言えるでしょう。

ブラジル側では国立セラード農牧

研究所(EMBRAPA)、日本側では

国際協力機構（JICA)が、「資金協

力」「技術協力」「効率的仕組み」と

いう3本柱のもと協力体制を作り上

げました。こうして、PRODECER

事業は、1975年から2001年で

684億円の融資額を投入し、8州

にお いて21の入植 地 を 造 成 、合

計34.5万ヘクタールを開発して

2001年3月に終了しました。

アリソン・パオリネーリ元ブラ

ジル農務大臣は、彼のプロジェクト

である農 業分野に限らず、ブラジ

ル社会のあらゆる分野において差

し伸べられる日本政府による支援

に対して心から感謝していると話

しています。
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ミナスジェライス州

　　　　政府認定セラード地域

　　　　

    
　　　
　　　
　　　

自社のクラシフィカドール（コーヒー鑑定士）とＱグレーダーの有資格者が責任を持って管理しています。
ブラジルコーヒー鑑定士・Ｑグレーダーをブラジル事務所と東京事務所に配置し、自らが管理・栽培した
コーヒーの生豆を日本人の味覚に合わせて出荷しています。

『日本人好みのコーヒー作り』をモットーに未開の大地を切り開き、自家
農園からスタート。
１９８０年代未開の大地だったセラード大丘陵に夢を見て開拓し 、農園
を切り拓く事から開始した日本人がいました。弊社創業者の故上原勇作
と農園主日系人故山口節男の両氏はセラードの未開の大地、乱高下す
るブラジル経済に果敢に挑み続けました。多くの日本人の夢が散り仲間
が去りながらもセラードの大地を愛し育みました。現在は日伯共に次世
代へ受け継がれスペシャルティー市場の発展と共に、高品質・直輸入・
そして産地視察の３本柱を軸に、今ようやく実りつつあります。

【自家農園からのスタート】

株式会社 セラード珈琲

営業時間 平日 ９：００～１８：００

〒105-0004
東京都港区新橋６－１５－３
三田ビル 2F オフィス 1Fセミナールーム
TEL 03-3432-2890
FAX 03-3431-8100
MAIL:  info@cerrad.co.jp
Web:http://www.cerrad.co.jp

小分け専門会社 株式会社マドゥーラ
営業時間 平日 １０：３０～１６：００
〒142-0043 
東京都品川区二葉４－２６－７ パールビラＡ号室
TEL 03-6426-2762
FAX 03-6426-2760
MAIL: shop@madura.co.jp
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ブラジルの
農業と
日本人移民
コー ヒー 王 国 ブ ラ ジ

ル の 誕 生 に日 本人

が 大 きく関 わ った

物語は、今は忘れ去

られようとしています。ブラジルの

日本人移民 の受け入れは、そもそ

もヨーロッパからのコーヒー農園

労働者移民が減少した代替えだっ

たことから、日本人の勤勉さのみ

が過大に評価される傾向がありま

す。もちろんこの 視 点も重要な要

素であります。しかし、その視点の

みが 強 調 さ れす ぎ て い るように

も 思 い ま す。この 機 に 開 発 能 力

と い う 視 点 か ら 、日 本 人 移 民 の

ブラジル国への関わりを紹介した

いと思います。

ブラジル の農 業 の 最初の段 階

は、新大陸の発見にともないヨーロ

ッパでは手に入らない材料や高付

加価値の素材の生産でした。アフリ

カ原産のコーヒーをブラジルで生産

する事や、綿の生産などが本格的

農産業の始まりでありました。

非常に投 機 的な事 業 であり建

国の為の国家食糧の生産とは別の

次元と考えてよいでしょう。１９世

紀初頭のブラジルの特産品と言え

ば、ゴムとブラジルの国名にもなっ

た赤い染料のもとになるパオ・ブ

ラジルなどです。ですから開拓して

耕作地で換金作物を作るのは、コ

ーヒーが最初であったかも知れま

せんね。しかし、コーヒーの輸出に

は大きな障害がありました。

そ れ は 、コ ー ヒー 豆 を 痛 めず

に、船で運ぶための上質な「麻袋」

でした。

当時、麻袋はイギリスの独占市

場でありました。植 民 地インドの

インダス川河口地域の麻を独占し

ていたのです。そんな中でブラジ

ルとの移民の受け入れ関係を梃子

に日本の大陸進出に疑問を持つ、

高橋是清の秘書官であった上塚司

は、前人未到のアマゾンこそ日本

人の開拓の地であるという理想の

下、高等拓殖学校を組織してアマ

ゾンの中流のビラ・アマゾニアに

新天地を作りました。多くの 作 物

栽培の失敗を重ね、過酷な環境の

中で、麻の開発と生産に成功しま

す。この麻こそ、コーヒー王国ブラ

ジルの礎と海外輸出への突破口と

なった訳です。

新しい作 物の開発や農 業 技 術

の開発は、ブラジルの日本人移民

にとっては必須だったのでしょう。

移民では後発である日本人にとっ

て、豊穣な耕地はすでにイタリア移

民やオランダ移民たちの土地になっ

ていたからです。荒れ野やジャング

ルの中で苦闘を続ける日本人移民

に日が当たり始めるのは１９７０年

代にはいり、環 境問題、持 続的開

発という言葉が語り始められるこ

ろからでありました。

同じくアマゾン河口に入植した

日本人移民の活躍です。彼らは、

苦のすえ東南アジアでしか生産で

きなかった胡椒の栽培に成功しま

す。そればかりか木を切り倒しプラ

ンテーションで生態系を破壊する

耕法から、混成林を育成する新た

な技術「アグロフォレストリー」森

林農業と確立するのです。

熱帯 雨林の 保護と森林の再生

に欠かせない技術の確立はブラジ

ルのみならず周辺諸国からも評価

され世界各国から多くの農業者が

研 修に訪れています。この森林農

業からの作物は、

現在、日本でも入手が可能でア

サイ、アセロラ、などとポピュラー

な商品になりつつあります。

このように、突出した現場での

開発能力は、いまやブラジル一国

ではなく世界の食料生産の安定供

給に向けて始動し初めてます。換

金作物から始まったブラジルの農

業の歴史は日本人移民の存在なく

してはあり得ないと言うのは過言

ではないでありましょう。

ブラジルに移民した多く国の農

業 移民と肩を並べ、ブラジルとい

う国の国作りに参加し世界に貢献

し活躍する日本人の存在を私たち

は忘れてはならないでしょう。明

治元年日本が日本となった時から

日本人移民の歴史を知ることから

ブラジルのコーヒーを是非とも味

わい、アマゾンで日系 人の作った

熱帯フルーツを飲み、そして、時を

経て日本本土に戻ってきた同胞の

日系人の作りだす商品を味わって

いただきたいと思います。

日本人海外開拓先亡者霊地　

伊豆大島富士見観音堂　

堂守　　伊藤　修真

日本で日系
ブラジル人によ
り栽培され始め
たキャッサバ芋

富士見観音堂を
清掃する伊藤氏



200年以上の歴史を有する
ブラジル銀行は、1972年の
東京支店開設来、さまざまな
金融ソリューションを提供
してまいりました。
日本とブラジルの間でビジネス
を行うお客様のお役に立
ちたいと考えております。
お気軽にお問い合わせください。


